
４４ 大分県立安心院高等学校外 9校 27～30 

  
平成３０年度研究開発実施報告書（要約） 

 

１ 研究開発課題 

  「国際的視野で地域を捉える力」、「地域の課題を国際的視野で解決する実践力」および「英

語をツールとしたコミュニケーション力」をグローバル社会に生きる資質・能力とし、それらを

育むために地域特有の文化・歴史・自然（農業）と国際社会の動向を教材として取り入れながら、

村おこし・町おこし・国際交流や様々なボランティア活動の実践を学び、それらを軸として英語

の学びやその他の教科の学びを生かせるよう関連づけをした「新教科」を設定し、その系統的な

教育課程、指導方法、評価に関する研究を小中高 12 年間通して行う。 

 

２ 研究の概要 

  小学校では農業やグリーンツーリズムなどの地域の課題・地域の実践を教材として、中学校では

小学校での学習を発展させ、県内外における課題・実践を教材として課題解決的な学習活動及び体

験的な学習活動を行い、単元及び教材、学習活動、学習評価を研究する。さらに、高校ではローカ

ル、グローバル双方の視点から地球全体をとらえ、社会の一員として顕在化する課題、潜在する課

題等についてその解決方法を論理的に考え、主体的に行動することを促す単元及び教材、学習活動、

評価について研究する。この新教科を軸として英語及び他の教科の学びを効果的に関連づけた系統

的な教育課程、学習活動、学習評価について実践研究をすることにより、国際社会で必要とされる

コミュニケーション力や論理的思考力、課題解決力・実践力を持った児童生徒の育成、「村おこ

し・町おこし・起業・国際交流・ボランティア活動」等において地域や社会に貢献できる人材の育

成を目指す。 

 

３ 研究の目的と仮説等 

（１）研究仮説 

12 年間の系統性を考えた新教科の構築を目的とし、地域の課題や地球規模の課題についての課

題解決的及び体験的な学習活動を行うことで、児童生徒に社会の諸問題に主体的に関わろうとする

意欲が涵養されるとともに論理的思考力、コミュニケーション能力、実践力等が向上し、グローバ

ル社会を主体的に生きる人材をはぐくむことができるであろう。 

 

（２）教育課程の特例 

・小学校では、生活科・総合的な学習の時間から時数を充てる。 

   ・中学校では週 2時間、年間 70時間、高等学校では週 1時間、年間 35時間を設定し、総合的な学

習の時間から時数を充てる。 

  

４ 研究内容 

（１）教育課程の内容    

 ①教育課程表は【別紙１】の通りである。 

 ②KEY STAGE 制を導入し、12年間の評価規準を作成した。その評価規準をさらに発展させた「身

につけたい力一覧表」【別紙２】をもとに一つの教科として小中高と積み上がっていくよう

に年間指導計画【別紙３】を立て、連携校で取組んだ。KEY STAGE１・２では季節や農産物な

ど身の周りにある地域素材を題材とし、KEY STAGE３ではグリーンツーリズム体験や他地域と

の交流・比較、KEY STAGE４では外国人留学生を招いた地元ツアーガイドや幼稚園児・小学生

向けのゲストティーチャー活動など、体験的かつ課題解決的な学習活動を実施した。 

  ③評価方法については、昨年度に引き続き、KEY STAGEごとで統一した様式【別紙４】でポート

フォリオを集積し、ルーブリック評価を実施した。また、単元に併せて探究シートやリフレ



クションシートなどを作成し活用する事例も確認できた。 

 ④授業研究の実践例は以下の通りである。 

KEYSTAGE 学年 テーマ 

KEY STAGE１ 
小１ たのしいあきをいっしょにたのしもう 

小２ にこにこま～あるくすてきなひとみつけ 

KEY STAGE２ 

小３ 「安心院の七不思議」調査隊 

小４ 伝えよう広げよう安心院の鏝絵！ 

小５ 作ろう！笑顔全力米！目指そう！きれいな安心院町！ 

KEY STAGE３ 

小６ やさしさいっぱいとどけ隊！ 

中１ 安心院の未来をよくする方法を考えよう 

中２ 安心院観光 未来プロジェクト 

KEY STAGE４ 

中３ 安心院未来会議 

高１ 「安心院・院内学」 

高２ 「ゴールデンツアー」 

高３ 「班（個人）研究」 

 

（２）研究の経過（４年次） 

  

① 新教科「地球未来科」の実施・改善に関する企画会議を以下の通り開催した。 

 第１回 4月 5日   第２回  4月13日   第３回 4月20日   第４回 4月27日 

 第５回 5月11日   第６回  5月18日   第７回 6月 1日     第８回 6月 8日 

第９回 6月15日     第10回  6月22日     第11回 6月29日     第12回 7月 6日 

第13回 7月27日     第14回  8月 3日     第15回  8月17日     第16回  9月 7日 

第17回 9月28日     第18回 10月 5日     第19回 10月19日     第20回 11月 2日 

第21回 11月30日    

 

② 小中高連携した実践は以下の通りである。   

・本地域における小中高生の学びの実態把握 

・小学生による鏝絵ツアーガイドへの高校生参加 

・高校生による小学生への出前授業の実施 

・高校英語科・数学科教員による中学校への乗り入れ授業の継続実施 

・中学英語科教員による小学校への乗り入れ授業の継続実施  

 

③ 研究開発を推進する取組は以下の通りである。    

・小中高教頭会の設置 

・新任者研修（4月16日） （目的）研究概要と30年度取組内容を周知する 

・新年度チーム会議    （目的）研究の継続について検討する 

・研究主任会       （目的）全校での共通理解や各校での実践を支援する 

                 第1回 5月15日  第2回 7月12日 

・小中高合同研修会           （内容）小中高実践報告及び指導案審議 

   ・広島県立大崎海星高等学校視察 （目的）KEY STAGE3の教材開発の推進 

   ・校内授業研究会の小中高相互参観 



④ 地域や保護者との連携及び広報活動に関する取組は以下の通りである。   

・小中高合同地区ＰＴＡ懇談会の実施   

・研究大会への保護者参観 

・高校生によるこども園への出前授業の実施 

 （園芸マネージメントコースによる「ふれあい農園」）                

  

⑤ 研究開発に関する評価 

    運営指導委員会の開催     第1回  7月19日        第2回 11月15日 

小中高校長会の実施      第1回  4月 6日        第2回  5月25日 

第3回   7月11日    第4回  9月 4日 

               第5回 10月24日    第6回 12月20日 

研究発表会             11月14日 

  

（３）評価に関する取組  

 

ルーブリック評価による児童生徒の自己評価を集計した。概要は以下のとおりであり、単元の

前後で「捉える力」や「解決する力」が向上したと考える児童生徒は増加していることから、連

携校で扱う教材や単元設定は妥当であったといえる。学年末や単元末には蓄積されたポートフォ

リオを整理しながら、根拠を明確に自分が学んだことや成長したことを論述させるようにした。

こうした積み重ねが論理的思考力につながると考えられる。 

 

目  的： 連携校での研究であることを踏まえて、児童生徒の自己評価から、指導方法の効

果や妥当性を検証・整理し、評価規準の共通理解を得るとともに学習指導計画に

活用するため。 

 

実施時期： ６月～１１月 ２回実施 

 

対  象： 連携校の児童生徒 

 

実施方法： ①生徒は授業終了時にポートフォリオへ自己評価を記入する。 

②各校の学習活動における単元のはじめを１回目、単元の終わりを２回目として

①の自己評価を集計する。 

 

評価項目： 「捉える力」,「解決する力」 

         

  【KEY STAGE2】のルーブリック例   

解決する

力 

学習活動 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

院内の石橋

のすごいと

ころを考え

よう。 

院内の石橋のす

ごいところを、

理 由 を つ け た

り、他の考えと

合わせたり比べ

たりして、話す

ことができた。 

院内の石橋のす

ごいところを、

理由をつけて、

話すことができ

た。 

院内の石橋のす

ごいところを話

すことができ

た。 

院内の石橋の

すごいところ

を話すことが

で き な か っ

た。 

【KEY STAGE１】  Ａ(期待以上である) Ｂ(期待通りである) Ｃ(努力を要する) 

【KEY STAGE２～４】Ｓ(期待以上であり＋αがみられる)  Ａ(期待通りである) 

          Ｂ(おおむね期待通りである)     Ｃ(努力を要する) 

 



 【捉える力 KEY STAGE１】   

  

 

 

【捉える力 KEY STAGE２】  

   

 

【捉える力 KEY STAGE３】             【捉える力 KEY STAGE４】 

  

 

 

【解決する力 KEY STAGE１】  

  
 

 



【解決する力 KEY STAGE２】   

   

 

 
【解決する力 KEY STAGE３】            【解決する力 KEY STAGE４】    

   
 

５ 「研究開発の成果」 

（１）実施による効果                     

 １）児童生徒への効果 

これまでの実践から、各学校で扱う教材や学習内容は固定化されてきたが、それは緩やかで

変更も可能なものである。取組内容は児童生徒の実態や興味に合わせて毎年見直しをして取り

組むようにしてきた。しかし、興味がありそうだからと言うだけでは、児童生徒たちは主体的

にはならない。本気で「解決したい」「もっと知りたい」「もう１回行ってみたい」と児童生

徒たち自身が思うような工夫が必要であり、その KEY STAGE ごとの事例を以下に示す。また、

最終年度から行っている異年齢集団によるゲストティーチャー活動では、児童生徒の「主体的

態度」と「解決する力」の育成に効果的であることが、児童生徒のアンケートや授業中の見取

りなどからわかってきた。12 年間の出口にある高３生徒の進路意識にも変化が見られ、2017年

度と 2018年を比較すると具体的に地域社会への貢献を意識した進路を選択する生徒の増加が特

徴的であった。 

 

【KEY STAGE１】 

年長さんとのふれあいをきっかけにして、お兄さんお姉さんになった自分たちが来年入学す

る年長さんたちを「おせったい」する取組をした。自分たちが楽しむことから、年長さんを楽

しませたいという相手を意識した課題により、目的意識が広がった(小１)。 思考ツールの活用

については、ウェビングでイメージを広げる「X チャート」で仲間分けをする等の活動をした。

視覚化されることでグループでの活発な話し合いはできたが、全体での交流場面では、飽きて

しまうような児童も多かった。黒板を思考ツール代わりに、学級全体で比べたりつなげたりで

きるような工夫が必要である。 



【KEY STAGE２】 

安心院の鏝絵について調べる中で、鏝絵の価値やそれを大切に守り広げていこうとする地域

の人の思いや願いを学ぶ一方、思ったほど鏝絵を見に来る観光客の数は多くなかったという事

実を知り、愕然とした。そして、「何とかしたい」「安心院の自慢である鏝絵を広げたい」と

いう切実感のある課題が生まれた。自分たちの思いと現実とのズレや隔たりを子どもたちが感

じたときに、本気で「解決したい」と思うことが明らかになった（小４）。思考ツールの活用

については、「比べる」「関連付ける」「多面的・多角的にみる」などの考える技を示すよう

にした【別紙５】。また、子どもたち自身の判断により思考ツールを選択・複合的に使う様子

が確認でき、経験を重ねることによる思考力の深まりが見られた。引き続き、発達段階に合わ

せた思考ツールの活用を継続していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

   

 

 

   

 

 

【KEY STAGE３】 

『安心院の未来予想図を作ろう』という単元を設定し、地域に住む人たちの思いや願いを調

べていった。年代別にわけてアンケートをとり、中学生がこれからの安心院町に期待している

ことと、大人や高齢者が期待していることを比較検討することで論理的に思考し、より具体的

で実現可能な提言へ繋げることができた（中１）。 

 

【KEY STAGE４】 

  外国人向けに行われる「ゴールデンツアー」では、事前に生徒が考案した地元ツアーを留

学生へプレゼンテーションし、修正改善を加える。ツアーガイド実施後、報告会をすること

で学年全員による振り返りの時間を確保した。ツアー現場では事前に準備したことを使いな

がら状況に応じて解決する姿や、実践の積み重ねにより生徒に自信がつき、それが主体的態

度やコミュニケーション力の育成に繋がる様子が確認できた（高２）。  

 

２）教師への効果 

①「地球未来科」を中心とした教科横断型授業への取組を、教科担当制である高校においてス

クールプランに掲げたことで、個人レベルでの授業改善に繋げることができた。 

５月 

ポートフォリオを整理しながら５月のウェビングと学年末３月のウェビングをビフォー

アフターの視点で比べると、鏝絵のよさ、町や人の良さについての多くのことを学んだ

ことが分かる。 



②「地球未来科」に関する小中高合同研修会を開くことで、連携校職員全体で俯瞰的な視点に

立った教育活動をイメージすることができ【別紙６】、校種の隔たりを超えるような異年齢

集団における学習活動の展開に繋げることができた【別紙７】。 

③研究が進むに連れて、県外にある地域の連携教育に取り組む学校と交流を深めることができ

た。これにより中学校では他地域との比較により批判的思考力を育成するような教材開発に

取り組むことができたり、高校では全国でどのような連携教育が実践されているかを「知

る」きっかけになった。今後地域の連携教育について他の事例を「知ること」から「意見交

換や議論」にまで発展させるための段階を踏むことができた。  

④高校では新学習指導要領にあるように各教科に探究科目が設定され、科目内で探究活動や合

教科型授業の展開を完結させることも可能となる。そのため、総合的な探究の時間をどのよ

うに扱うかについては、学校間で異なり幅も広がることが予想される。総合的な学習の時間

を充てている「地球未来科」では教育活動の視点が学校内での展開にとどまらず、連携した

枠組みの中にあり、より幅のある深い学びに繋がる。このような視点に教科担当制色の強い

高校現場の教員が触れることは新学習指導要領のもとでの探究活動や総合的な探究の時間を

考える礎となる。    

 

３）保護者への効果 

小中高の職員の参加体制を整え、各小学校区で地区懇談会を開いたり、地球未来科の授業

で地域の方による出前授業や取材などを生徒と共に活動する場面を多く設定した。また、安

心院・院内地域は高齢化率 44％の高齢過疎地域であり児童生徒数は減少しているが、地域外

からの安心院高校への進学希望者が増加しており入学定員を大きく下回ることはない。これ

は本地域の教育活動が地域から地域外へ認知されている成果といえる【別紙８】。   

 

（２） 研究実施上の問題と今後の課題  

    

１）組織の改善 

① KEY STAGE をつなぐ取組について 

KEY STAGE が当初の目標設定に対して充分に機能していないことが挙げられる。連携教育は

地域に点在する小学校間及び中学校間の横の連携を踏まえた上で、縦の連携が可能となる。そ

のため小中高合同研修会や校種別部会を設定し組織的な取組を進めてきた。結果として、入口

のはっきりしている小学校と出口の見えている高校では「身につけたい力一覧」に沿って目指

す児童生徒像が明確化し、単元計画も軌道に乗ってきているが、KEY STAGE をつなぐ中学校で

は模索が続き、中学校同士の横の連携がとれるようになったのが最終年度であった。ポートフ

ォリオの形式や評価方法をそろえるなどの統一した取組はできているが、KEY STAGE３におけ

る継続的かつ連続性のある成果がまだ見えない。来年度より KEY STAGE４において４年間通し

た単元設定が可能になるが、同様に KEY STAGE３で中学校が要となり横と縦の足並みがそろっ

た時に、次の段階として KEY STAGE が生きてくると考えられる。 

 

② 連携校と連携教育の捉え方 

連携校として設置された学校は、その地域における連携教育の在り方について共通認識を

持ち、教育活動に取り組む必要がある。特に、地域のコーディネーター等が配置されておら

ず、学校現場が主体となる本地域では、各学校のリーダーである管理職の共通認識は「地球

未来科」を柱とした教育活動の推進に必然であり、適切な助言により各校の研究や連携教育

が深まる。そのため、次年度から実践部会に校長間の意識統一と研修を目的とした校長部会

を設定する。組織的な取組を定着させることは、諸条件が変化しても持続性のある教育活動

に繋がる。 

   

２） 教科に関する課題 

① KEY STAGE の区切りについて 



地球未来科は各教科との関連が欠かせない教科であるが、本研究では校種の繋ぎを優先し

たため KEY STAGE２と KEY STAGE３の区切りと、各教科の目標の区切りが一致していない。

小学校５，６年は同じ KEY STAGE にするなど、カリキュラム全体を見通した KEY STAGE の区

切りを再検討する。 

 

  ②「英語をツールとしたコミュニケーション力」の位置づけについて 

新学習指導要領により小学校英語が教科で設定され、地球未来科での英語ツールとの差異

が不明瞭になり「英語をツールとしたコミュニケーション力」の位置づけを見直すことが挙

げられる。 

 

③異年齢集団における学習の場について 

最終年度に取り組み始めた異年齢集団によるゲストティーチャー活動は、児童生徒の「学

びに向かう力」「解決する力」の育成に効果的であることがわかった。小中高教科部会の設

定など組織的に取り組むような体制を作り、双方向からの視点を取り入れた学習活動を実践

できれば、「地球未来科」がより連携教育としての柱となり地域の学校の連携教育の教育課

程を有機的に展開することができる。 

 

④児童生徒の見とりについて 

小学校の教員はポートフォリオの集積から、児童一人一人の活動の様子を読み取り、適切

に次の学習へ活かしたり、コメントを記入している。KEY STAGE４でも生徒の自己評価に対

して教員がコメントをするようなしかけを設け実践したが、評価の妥当性を共有したり、確

認したりするまでには至っていない。中学校・高校の探究活動を適切に評価したり、その評

価の妥当性をアドバイスできるような人材は希であり、小中高合同研修会の場を充実させる

よりも、異年齢集団での双方向からの視点を取り入れた学習活動を実践するにあたり意見交

流をする方が直接的であり、効果も高いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国
語

社
会

算
数

理
科

生
活

音
楽

図
画
工
作

家
庭

体
育

306 * 136 * 0 68 68 * 102 34 34 * * 102 850

0 0 (-102) 0 0 0 0 0 (+102) 0

315 * 175 * 0 70 70 * 105 35 35 * * 105 910

0 0 (-105) 0 0 0 0 0 (+105) 0

245 70 175 90 * 60 60 * 105 35 35 0 * 70 945

0 0 0 0 0 0 0 0 0 (-70) (+70) 0

245 90 175 105 * 60 60 * 105 35 35 0 * 70 980

0 0 0 0 0 0 0 0 0 (-70) (+70) 0

175 100 175 105 * 50 50 60 90 35 35 0 35 70 980

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 (-70) 0 (+70) 0

175 105 175 105 * 50 50 55 90 35 35 0 35 70 980

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 (-70) 0 (+70) 0

1461 365 1011 405 0 358 358 115 597 209 209 0 70 487 5645

0 0 0 0 (-207) 0 0 0 0 0 0 (-280) 0  (+487) 0

安心院・院内地域７小学校　教育課程表（平成28年度）

各教科の授業時数

道
徳

特
別
活
動

総
合
的
な
学
習
の
時
間

外
国
語
活
動

総
授
業
時
数

合計

地
球
未
来
科

第１学年

第２学年

第３学年

第４学年

第５学年

第６学年

　　　 安心院・院内地域２中学校　教育課程表（平成２8年度）

国
語

社
会

数
学

理
科

音
楽

美
術

保
健
体
育

技
術
家
庭

外
国
語

第１学年 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35
0

(-50)
35

50
(+50)

1015

第２学年 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35
0

(-70)
35

70
(+70)

1015

第３学年 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35
0

(-70)
35

70
(+70)

1015

計 385 350 385 385 115 115 315 175 420 105
190

(-190)
105

190
(+190)

3045

総
授
業
時
数

特
別
活
動

各教科の授業時数

道
徳

総
合
的
な
学
習
の
時
間

地
球
未
来
科

【別紙１】教育課程表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安心院・院内地域７小学校 教育課程表（平成３０年度） 

安心院・院内地域２中学校 教育課程表（平成３０年度） 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

園芸 情報会計 情報技術 園芸 食文化 情報会計 情報技術
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３

２

４

２

４

２

４ ③ ③
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４ ② ②
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２
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２
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２
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２

３
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２

４

２

２

２

２～６ ４
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４～８ ２ ２

２～６ ２ ２

２～５ ４

２～６ ２

２～４ ２

２～４ ３

２～６

２～６

２～６

２～６ ２

2～14 ５

2～3

２～４ ３

２～６ ２

情 情 ２～４ ３

報 ２～６ ４

会 ２～４ ３

報 計 ２～６ ３

２～４ ４

コ ２～４ ３

| 情 ２～８ ２ ２

ス 報 ２～４ ２

技 ２～４ ２

術 ２～６ ２ ３

２ ４

３～６ １ １ １ １ １ １ １

33 33 33 33 33 33 33

１ １ １ 1 １ １ １

34 34 34 34 34 34 34

1 １

34 34

12～16

1 １

33 33

②Ｅ※

②Ｄ※

３２ ３２ １６～２０

②Ｄ※

８ ６ ２～４

４ ２ ②Ｄ※

２

４ ４

２ ２ ３

４ ９ ０～２

２ ２ ３

２

②Ｆ※

②Ｆ※

２

４

６ ７ ２～４

２

２ ２

４ ②Ｅ※

５

１

４ ３ ３～５

１

②Ｆ※

３

②Ｆ※

④ ③

３ ３ ②Ｅ※

７ ５ ４～６

２ ２ ２

２

２

第３学年

文系 理系

34 34 34

33 33 33

１ １

10～14

１ １ １

４

２

１

３

②Ｂ※

３２ ３２ １８～２２

1 1 1

1 1 1

６ ２～４

２ ②Ａ※

②Ａ※

４ ２

４

２ ３

１ １ １

３

１

２

③Ｃ※

③Ｃ※

２ ２

２

２ １

６ ２～４

１

２

４ ②Ｂ※

③Ｃ※

５ ２～５

５ ２～４

２

③Ｃ※

２ ２

３ ３ ②Ｂ※

理系 食文化

教
 科                 目 標準

第１

学年

第２学年

科 文系

各

学

科

に

共

通

す

る

教

科

国

語

○ 国 語 総 合 ５

国 語 表 現

現 代 文 Ａ

平成３０年度　大分県立安心院高等学校 教育課程

現 代 文 Ｂ ２

古 典 Ａ

古 典 Ｂ

 小　　　　　計 ５ ５

地理

歴史

○ 世 界 史 Ａ

○ 世 界 史 Ｂ

○ 日 本 史 Ｂ

○ 日 本 史 Ａ

○ 地 理 Ａ

○ 地 理 Ｂ

 小　　  　　計 ５

公 ○ 現 代 社 会 １

民  小  　　　　計 １

数

学

○ 数 学 Ⅰ ４

数 学 Ⅱ ４

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ ２

数 学 Ｂ

数 学 活 用

 小　　　　　計 ６ ６

理

科

○ 物 理 基 礎 ２

２

化 学

物　　　　　　　理

○ 化 学 基 礎

○ 生 物 基 礎 ２

生 物

地 学 基 礎

地 学

生　物　研　究　Ⅰ

生　物　研　究　Ⅱ

 小　　　　　計 ４ ５ ６ ２～５

保健

体育

○体　　　　　育 ３

４

２

○保　　　　　健 １

 小　　　　　 計 ３

芸

術

○音　　　楽　　　Ⅰ

○美　　　術　　　Ⅰ

○書　　　道　　　Ⅰ

 小           計 ２

外

国

語

○コミュニケーション英語Ⅰ ３

コミュニケーション英語Ⅱ ４

コミュニケーション英語Ⅲ

英 語 表 現 Ⅱ ３

英 語 表 現 Ⅰ ３

 小　　　　　計 ６ ７

英 語 会 話

 小　　　　　計 ２

○ 社 会 と 情 報 ２

家

庭

○ 家 庭 基 礎 ２

　　小　　　　　計 ２

情

報

各 学 科 に 共 通 す る 科 目 小 計 ３２

専

門

教

育

に

関

す

る

教

科

農

　

　

業

メ

ン

ト

コ
ー

ス

園

芸

マ

ネ
ー

ジ

○ 農 業 と 環 境

○ 課 題 研 究

総 合 実 習

農 業 情 報 処 理

生 物 活 用

グ リ ー ン ラ イ フ

家

　

　

庭

食

文

化

コ
ー

ス

○ 課 題 研 究

生 活 産 業 情 報

子どもの発 達と 保育

生 活 と 福 祉

ファッション造形基礎 ②Ａ※

フ ー ド デ ザ イ ン

調 理

栄 養

グリーンツ ーリ ズム

商

　

　

業

○ ビ ジ ネ ス 基 礎

○ 課 題 研 究

商 品 開 発

簿 記

財 務 会 計 Ⅰ

情 報 処 理

ビ ジ ネ ス 情 報

工

　

　

業

○ 課 題 研 究

製 図

工 業 数 理 基 礎

情 報 技 術 基 礎

電 気 基 礎

工 業 情 報 処 理

専 門 科 目 小 計

地 球 未 来 科 １

  合           計 33

 ホームルーム活動 1 １

単 位 数 総 計 34

大分県立安心院高等学校 教育課程表（平成３０年度） 



【別紙２】身に付けたい力一覧表   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

     (身に付けたい力一覧表 1/2) 

                  

小1 小２ 小３ 小４ 小５ 小6 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

1

3 自己理解 振り返り（自分自身）

4

1

5

1
表現

コミュニケーション

（KEY STAGE１，２）
慣れ親しみ

（KEY STAGE３，４）
speaking

writing

プレゼンテーション

2

視点 自分と身の周り 身近な地域 身近な地域と他の地域 世界の中の両院

地球未来科目標

地域の課題や地球規模の課題についての、課題解決的、体験的な学習を通して、「社会の諸問題に関わろうとする意欲をもち、論理的思考とコミュニケーション力を駆使し、グローバル社会を主体的に
生きようとする児童生徒」の資質能力を次のように育成する。

(A)「国際的視野で地域を捉える力」・・・地域のひと・もの・ことに関わったり、地域と世界とを比べたりしながら視野を広げ、多様な情報の中から、地域のよさや課題を見つけることができる。
(B)「地域の課題を国際的視野で解決する(工夫する）力」・・・地域の課題を設定し、必要な情報を収集・選択・活用しながら解決の方向性を導き出し、自他の役割を考えながら協力して主体的に行動できる。
(C)「英語をツールとしたコミュニケーション力」・・・自他の違いに気づき、相手に適切に伝えたり相手の言葉を適切に理解したりすることにより、言語や国籍を超えて人間関係を築いたり、国際的視野で思考したりすることができる。

身近な体験を通して学ぶ導入期 表現方法や気づきの基礎を作る育成期 学ぶ方法や探究的な態度を育成する充実期 論理的思考力・表現力・課題解決力を育成する発展期

段階

つけたい力・視点 具体的につけたい力～何ができるようになるか（地球未来科で目指す各段階での具体的児童生徒の姿）

・世界の中の両院の視点から、設定した課題を解決するための方法を工夫し、主体的、積極的に課題解
決のために考えたり、社会参画したりしようとする。

生活に生かす・主体的
・自分と身近なひと・もの・ことに関心を持って、意欲

的に生活や学習をする。

・自分と地域社会とのつながりに気づき、地域に役立つ活動をする。 ・活動内容を自分なりに広げたり、深めたりしながら、他者や地域社会とともに

学んだことを実践していこうとする。

・世界の中の両院の視点を持って広い視野で身近な問題と向き合い、解決策を発信し、実社会の問題解

決に取り組む。（社会参画）

関心・意欲

・具体的に身近なひと・もの・ことと関わる活動に進
んで関わり、自分と社会や自然とのかかわりに関心

をもつ。

・「？」を意識して身近なひと・ものことと主体的に関わり、相手意識・目的意識
を持ちながら、自分なりに工夫して繰り返し活動する。

・身近なひと・もの・ことと広い視野で向き合い、課題意識を持って自分なりの工
夫をしながら繰り返し活動し、解決のために積極的に取り組もうとする。

A
 

捉
え
る

（
関

わ
る

）
力

2

・振り返りを通して、自分の特徴や可能性に気付き、それを発揮するとともに将

来の生き方につなごうとする。

・振り返りを通して身についた力を自覚することで、自分の可能性に気づき、進路選択等将来の生き方に

つなごうとする。

・グループや地域の人、関係機関等とつながりを深め、協力して課題解決のための案を練ったり、積極的

に活動したりする。

他者理解・（国際的視野（の芽生え））
・友だちの存在やよさ、周りの人の支えに気づく。 ・他者の良さを知り、外国の人を含めて相手の立場に立って考えることができ

る。
・他者の良さを認め、外国の人を含めて異なる他者を受け入れながらとり組む
ことができる。

・他者の良さや違いを認め伝え合ったり、活動を通して出会った外国の文化や習慣の違い等を尊重したり
することができる。

協働
・自分たちの良さを出し合って活動する。 ・友だちと力を合わせ協働する楽しさを味わい、その良さに気づく。 ・友だちや地域の人・関係機関と力を合わせて協働する大切さに気づき、問題

の解決に向けての取り組みを成し遂げる喜びを感じる。

・振り返りを通して、自分のよさやできること、成長したこと、自分らしさに気付

く。

・集団生活に馴染み、集団における自分自身の存在

に気付く。

・自分自身の成長に気付く。

課題の捉え

事実的知識・概念

・自分と身近な人々、社会及び自然に親しみの気持

ちや愛着をもつ。

・自分の周りには何があるのかを知り、それと自分と

のかかわりを理解する。

・地域には何があるのか、、地域の特徴・新しい価値を見つける。

・地域の暮らしやそこで生活する人たちの思いや願いを知り、連携協力して実

現しようとしていることを知る。

情報収集 （活動する）

・家族や地域の人に聞いたり、資料を集めたりする。
・図書室の本などから見つける。

・見る、聞く、触れる、作る、探す、育てる、遊ぶなど

して、直接働きかける。

・生活上必要な習慣や技能を身に付ける。

・言葉、絵、動作、劇化などによって表現する。

・相手を意識して、（楽しめるように）働きかける。

・観察や聞き取りなどで調べたことを自分なりにまとめたり表やグラフを使って

整理して表す。
・他者の考えを尊重しながら、自分の考えをまとめ、他者にわかりやすく発信す
る。

・地域の自然・文化・産業等の価値を価値を探るとともに、他地域との違いか

ら、解決すべき課題を見つける。

・地域の課題を解決・克服するために様々の人が関わり活動していること、他
地域と関わりながら価値を高めていこうとしていることを知る。

・世界の諸地域との比較や社会の変化に目を向け、地域の特性を考察することにより、地域の価値や解

決すべき課題を見つける。

・地域の自然・文化・産業等には限りがあり、課題解決のために様々な人がビジョンを描いて維持・継続・
更新のために努力していることを知る。

・情報を比較・分類するなど、探究の過程に応じた思考スキル・思考ツールを身

に付ける。

・情報を比較・分類・関連付ける・多面的に見るなど、探究の過程に応じた技能

を身に付ける。（思考ツールの選択活用→独自の思考ツールや表→思考ツー

ルなしで考える）

・自分たちを取り巻く社会に目を向け、経験や既習事項と関連させたり、多面的

に見つめたりして考え、課題をつくる。

・自分たちを取り巻く社会に広く目を向けて、対象を多面的に捉え、活動の意図や目的を明確にしたりして

課題を設定できる。
（既知の課題ではないか、社会や地域的に意義があるか、自分たちの興味関心や探究したい課題か）

・目的に応じた対象を決めて、 自分たちの身近なところから資料や情報を集め
る。

・聞き取りやアンケートで情報を集める。

・パンフレットやインターネットなどから情 報を集める。

・大切なところにアンダーラインを引く。
・必要な情報を選んで、メモや写真などの情報を記録を残す。

・目的に応じた対象を決めて、 目的に応じた方法で効果的・効率的に資料を集
める。（アンケート、インタビュー、実験、観察、実地調査など）

・他者の意見や課題解決の方向性から、必要な情報を取捨選択する。

・説明する、共同作業を行うなど直接的な関わりを持つ。
・仮説立てと検証の目的を持って、情報収集の計画を立て、実験、観察、実地調査、アンケート、インタ

ビューなどを行う。

・客観的なデータが得られる方法を選択し、活動や発表の強い論拠となるようにする。

・情報を取捨選択し、他者の意見や主張を建設的に評価したり、多面的なものの見方考え方を身につけ

る。（探究の過程に応じた適切な思考ツールを活用したり、創造したりして、情報を整理する。→思考ツー

ルなしで考える）

・量的な情報を、適切に整理・分析・加工し、相手に分かりやすい見せ方の工夫をする。

・社会、経済、国際交流などの視点から複雑に絡み合っている情報を、多面的総合的に整理して考える。

・生活や学習の中の疑問や驚きから問題に気づいたり、自分たちが暮らす地域

に目を向け、経験や既習事項と関連させて考え、課題を作る。

・視点を明確にして　比較、分類、関連づけなどの思考スキルを使い、適切な思

考ツールを活用して考える。

・視点を明確にして、他の情報と比較したり体験したことと資料を効果的に関連

づけたりして考え、社会・経済などの視点から、多面的・総合的に考える。

国際的視野

・ＡＬＴとの交流を通して、外国の遊びと日本の遊び

の似ているところや違いを感じながら楽しむ。

・ＡＬＴ等との交流を通して、外国との違いや似ているところを見つけたり、地域

や自国の文化に親しみを感じたりする。

・ALT等との交流を通して得た国際的な情報をもとに多様な視野を持って考え

ることができる。

・留学生等との交流を通して、文化や習慣、考え方等の違いを尊重し、寛容な態度と広い視野で考えるこ

とができる。

課題発見・課題設定

であう・みつける

（願いを持つ）

C
 

英
語
を
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ル
と
し
た

コ
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シ
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2

3
整理・分析

スキル
（感じる考える）

・ウェビングなどの簡単な思考ツールや、比べる・分

ける・つなげる・たとえるなどの考える技を使って考

える。

・対象との出会いや具体的な活動や体験をとおし

て、自分の思いや願いをもつ。

・配当単語を使った学習活動（歌やチャンツ・ゲーム
など）を通して楽しむ。

・簡単なあいさつができる。

・配当単語を使った学習活動（歌やチャンツ・ゲーム）などを通して楽しむ。
・（I like～.  What do you ～？ ） などの簡単な表現を使って、やり取りができ

る。
・学校や地域の良さを(I like～、This　is ～）などの英語活動等で学習した簡単

な表現方法で伝えようとする。

・教科で学習した英語表現を使って、簡単な日本語を英語に言い換えてみる。
・地域の情報（特徴や魅力）や自分の意見をまとまった英語で表現し、伝えるこ

とができる。
・英語での質問に答えたり、相手に質問したりする。

・既習内容を活用しながら表現方法を考え、伝えることができる。
・ALTや留学生等と国際的視野（柔軟で多面的な思考）で協働プランを実践できる。

・留学生や観光客との交流を通して、簡単なQ&Aができる。

・活動を通して気付いたことや楽しかったことなど

を、順序よく相手を意識して話す。

・相手や目的に応じて、多様な方法で表現しようとする。

・組み立てを考え、中心をはっきりさせて発表する。

・相手や目的に応じて、効果的な方法を選択して、表現しようとする。

・資料等を効果的に使ったり、比喩などの表現方法等を交えたりしながら、意図

を明確にして発表する。

・相手や目的・意図に応じ、効果的に表現し、相手の理解を得ることができるようにする。

・資料を効果的に使ったり、 比喩などの表現技法を適切に交えたりしながら、より相手に伝わりやすい話

ができるようにする。

B
 

解
決
す
る
力

・活動の過程や結果、成果などを学んだことを使って、工夫しながらわかりやす

く整理して表す。
・他者の考えを尊重しながら、自分の考えをまとめ、他者にわかりやすく発信す
る。

・ツアーや協働プランなど実践的な場面を想定し企画するとともに、効果的に実行する。

・地域や関係機関・関係者等他者から得た情報や考えを考慮しながら、学んだことの成果・提言など自分
の考えをまとめ、発信する。

振り返り（学習方法や内容）
・体験や活動を振り返り、次の活動に活かす。 ・友だちとともに観点を明確にして活動を振り返り、次の活動に生かす。 ・次の活動を意識して、成果や課題をもとに観点を明確にして学習の仕方や活

動を振り返り、次の学習に活かす。

・振り返りの中で明らかになったことを論拠として、国際的視野に立った問題の解決のために自分と地域、

社会をつなげて考えることができる。

4

・相手や目的に応じて、多様な方法で表現しようとする。
・組み立てを考え、中心をはっきりさせて発表する。

・相手や目的に応じて、効果的な方法を選択して、表現しようとする。
・資料等を効果的に使ったり、比喩などの表現方法等を交えたりしながら、意図
を明確にして発表する。

・相手や目的・意図に応じ、効果的に表現し、相手の理解を得ることができるようにする。
・資料を効果的に使ったり、 比喩などの表現技法を適切に交えたりしながら、より相手に伝わりやすい話
ができるようにする。

言葉、絵、動作、劇化など 絵、図や表、絵地図、地図、写真、動画、文章、イラスト、ポスター、新聞、フリップボード、レポート、ＨＰ、討論会、スピーチ、プレゼンテーション、パネルディスカッション、ポスターセッション、ツアー　など

コミュニケーション（スキル）

・活動を通して気付いたことや楽しかったことなど
を、順序よく相手を意識して話す。

まとめ
表現

（表現する・行為する）

KEY STAGE１ KEY STAGE２ KEY STAGE３ KEY STAGE４

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

(身に付けたい力一覧表 2/2) 

  

小1 小２ 小３ 小４ 小５ 小6 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

1

3 自己理解 振り返り（自分自身）

4

1

5

1
表現

コミュニケーション

（KEY STAGE１，２）

慣れ親しみ

（KEY STAGE３，４）

speaking

writing

プレゼンテーション

2

振り返り（学習方法や内容）
・体験や活動を振り返り、次の活動に活かす。 ・友だちとともに観点を明確にして活動を振り返り、次の活動に生かす。 ・次の活動を意識して、成果や課題をもとに観点を明確にして学習の仕方や活

動を振り返り、次の学習に活かす。

・振り返りの中で明らかになったことを論拠として、国際的視野に立った問題の解決のために自分と地域、

社会をつなげて考えることができる。

4

・相手や目的に応じて、多様な方法で表現しようとする。

・組み立てを考え、中心をはっきりさせて発表する。

・相手や目的に応じて、効果的な方法を選択して、表現しようとする。

・資料等を効果的に使ったり、比喩などの表現方法等を交えたりしながら、意図

を明確にして発表する。

・相手や目的・意図に応じ、効果的に表現し、相手の理解を得ることができるようにする。

・資料を効果的に使ったり、 比喩などの表現技法を適切に交えたりしながら、より相手に伝わりやすい話

ができるようにする。

言葉、絵、動作、劇化など 絵、図や表、絵地図、地図、写真、動画、文章、イラスト、ポスター、新聞、フリップボード、レポート、ＨＰ、討論会、スピーチ、プレゼンテーション、パネルディスカッション、ポスターセッション、ツアー　など

コミュニケーション（スキル）

・活動を通して気付いたことや楽しかったことなど

を、順序よく相手を意識して話す。

まとめ

表現
（表現する・行為する）

国際的視野

・ＡＬＴとの交流を通して、外国の遊びと日本の遊び

の似ているところや違いを感じながら楽しむ。

・ＡＬＴ等との交流を通して、外国との違いや似ているところを見つけたり、地域

や自国の文化に親しみを感じたりする。

・ALT等との交流を通して得た国際的な情報をもとに多様な視野を持って考え

ることができる。

・留学生等との交流を通して、文化や習慣、考え方等の違いを尊重し、寛容な態度と広い視野で考えるこ

とができる。

課題発見・課題設定

であう・みつける

（願いを持つ）

C
 

英
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を
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2

3
整理・分析

スキル
（感じる考える）

・ウェビングなどの簡単な思考ツールや、比べる・分

ける・つなげる・たとえるなどの考える技を使って考

える。

・対象との出会いや具体的な活動や体験をとおし

て、自分の思いや願いをもつ。

・配当単語を使った学習活動（歌やチャンツ・ゲーム

など）を通して楽しむ。

・簡単なあいさつができる。

・配当単語を使った学習活動（歌やチャンツ・ゲーム）などを通して楽しむ。

・（I like～.  What do you ～？ ） などの簡単な表現を使って、やり取りができ

る。

・学校や地域の良さを(I like～、This　is ～）などの英語活動等で学習した簡単

な表現方法で伝えようとする。

・教科で学習した英語表現を使って、簡単な日本語を英語に言い換えてみる。

・地域の情報（特徴や魅力）や自分の意見をまとまった英語で表現し、伝えるこ

とができる。

・英語での質問に答えたり、相手に質問したりする。

・既習内容を活用しながら表現方法を考え、伝えることができる。

・ALTや留学生等と国際的視野（柔軟で多面的な思考）で協働プランを実践できる。

・留学生や観光客との交流を通して、簡単なQ&Aができる。

・活動を通して気付いたことや楽しかったことなど

を、順序よく相手を意識して話す。

・相手や目的に応じて、多様な方法で表現しようとする。

・組み立てを考え、中心をはっきりさせて発表する。

・相手や目的に応じて、効果的な方法を選択して、表現しようとする。

・資料等を効果的に使ったり、比喩などの表現方法等を交えたりしながら、意図

を明確にして発表する。

・相手や目的・意図に応じ、効果的に表現し、相手の理解を得ることができるようにする。

・資料を効果的に使ったり、 比喩などの表現技法を適切に交えたりしながら、より相手に伝わりやすい話

ができるようにする。

B
 

解
決
す
る
力

・活動の過程や結果、成果などを学んだことを使って、工夫しながらわかりやす

く整理して表す。

・他者の考えを尊重しながら、自分の考えをまとめ、他者にわかりやすく発信す

る。

・ツアーや協働プランなど実践的な場面を想定し企画するとともに、効果的に実行する。

・地域や関係機関・関係者等他者から得た情報や考えを考慮しながら、学んだことの成果・提言など自分

の考えをまとめ、発信する。

・生活上必要な習慣や技能を身に付ける。

・言葉、絵、動作、劇化などによって表現する。

・相手を意識して、（楽しめるように）働きかける。

・観察や聞き取りなどで調べたことを自分なりにまとめたり表やグラフを使って

整理して表す。

・他者の考えを尊重しながら、自分の考えをまとめ、他者にわかりやすく発信す

る。

・地域の自然・文化・産業等の価値を価値を探るとともに、他地域との違いか

ら、解決すべき課題を見つける。

・地域の課題を解決・克服するために様々の人が関わり活動していること、他

地域と関わりながら価値を高めていこうとしていることを知る。

・世界の諸地域との比較や社会の変化に目を向け、地域の特性を考察することにより、地域の価値や解

決すべき課題を見つける。

・地域の自然・文化・産業等には限りがあり、課題解決のために様々な人がビジョンを描いて維持・継続・

更新のために努力していることを知る。

・情報を比較・分類するなど、探究の過程に応じた思考スキル・思考ツールを身

に付ける。

・情報を比較・分類・関連付ける・多面的に見るなど、探究の過程に応じた技能

を身に付ける。（思考ツールの選択活用→独自の思考ツールや表→思考ツー

ルなしで考える）

・自分たちを取り巻く社会に目を向け、経験や既習事項と関連させたり、多面的

に見つめたりして考え、課題をつくる。

・自分たちを取り巻く社会に広く目を向けて、対象を多面的に捉え、活動の意図や目的を明確にしたりして

課題を設定できる。
（既知の課題ではないか、社会や地域的に意義があるか、自分たちの興味関心や探究したい課題か）

・目的に応じた対象を決めて、 自分たちの身近なところから資料や情報を集め

る。

・聞き取りやアンケートで情報を集める。

・パンフレットやインターネットなどから情 報を集める。

・大切なところにアンダーラインを引く。

・必要な情報を選んで、メモや写真などの情報を記録を残す。

・目的に応じた対象を決めて、 目的に応じた方法で効果的・効率的に資料を集

める。（アンケート、インタビュー、実験、観察、実地調査など）

・他者の意見や課題解決の方向性から、必要な情報を取捨選択する。

・説明する、共同作業を行うなど直接的な関わりを持つ。

・仮説立てと検証の目的を持って、情報収集の計画を立て、実験、観察、実地調査、アンケート、インタ

ビューなどを行う。

・客観的なデータが得られる方法を選択し、活動や発表の強い論拠となるようにする。

・情報を取捨選択し、他者の意見や主張を建設的に評価したり、多面的なものの見方考え方を身につけ

る。（探究の過程に応じた適切な思考ツールを活用したり、創造したりして、情報を整理する。→思考ツー

ルなしで考える）

・量的な情報を、適切に整理・分析・加工し、相手に分かりやすい見せ方の工夫をする。

・社会、経済、国際交流などの視点から複雑に絡み合っている情報を、多面的総合的に整理して考える。

・生活や学習の中の疑問や驚きから問題に気づいたり、自分たちが暮らす地域

に目を向け、経験や既習事項と関連させて考え、課題を作る。

・視点を明確にして　比較、分類、関連づけなどの思考スキルを使い、適切な思

考ツールを活用して考える。

・視点を明確にして、他の情報と比較したり体験したことと資料を効果的に関連

づけたりして考え、社会・経済などの視点から、多面的・総合的に考える。

・友だちと力を合わせ協働する楽しさを味わい、その良さに気づく。 ・友だちや地域の人・関係機関と力を合わせて協働する大切さに気づき、問題

の解決に向けての取り組みを成し遂げる喜びを感じる。

・振り返りを通して、自分のよさやできること、成長したこと、自分らしさに気付

く。

・集団生活に馴染み、集団における自分自身の存在

に気付く。

・自分自身の成長に気付く。

課題の捉え

事実的知識・概念

・自分と身近な人々、社会及び自然に親しみの気持

ちや愛着をもつ。

・自分の周りには何があるのかを知り、それと自分と

のかかわりを理解する。

・地域には何があるのか、、地域の特徴・新しい価値を見つける。

・地域の暮らしやそこで生活する人たちの思いや願いを知り、連携協力して実

現しようとしていることを知る。

情報収集 （活動する）

・家族や地域の人に聞いたり、資料を集めたりする。

・図書室の本などから見つける。

・見る、聞く、触れる、作る、探す、育てる、遊ぶなど

して、直接働きかける。

つけたい力・視点 具体的につけたい力～何ができるようになるか（地球未来科で目指す各段階での具体的児童生徒の姿）

・世界の中の両院の視点から、設定した課題を解決するための方法を工夫し、主体的、積極的に課題解

決のために考えたり、社会参画したりしようとする。

生活に生かす・主体的
・自分と身近なひと・もの・ことに関心を持って、意欲

的に生活や学習をする。

・自分と地域社会とのつながりに気づき、地域に役立つ活動をする。 ・活動内容を自分なりに広げたり、深めたりしながら、他者や地域社会とともに

学んだことを実践していこうとする。

・世界の中の両院の視点を持って広い視野で身近な問題と向き合い、解決策を発信し、実社会の問題解

決に取り組む。（社会参画）

関心・意欲

・具体的に身近なひと・もの・ことと関わる活動に進

んで関わり、自分と社会や自然とのかかわりに関心

をもつ。

・「？」を意識して身近なひと・ものことと主体的に関わり、相手意識・目的意識

を持ちながら、自分なりに工夫して繰り返し活動する。

・身近なひと・もの・ことと広い視野で向き合い、課題意識を持って自分なりの工

夫をしながら繰り返し活動し、解決のために積極的に取り組もうとする。

A
 

捉
え
る
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関
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る

）
力

2

・振り返りを通して、自分の特徴や可能性に気付き、それを発揮するとともに将

来の生き方につなごうとする。

・振り返りを通して身についた力を自覚することで、自分の可能性に気づき、進路選択等将来の生き方に

つなごうとする。

・グループや地域の人、関係機関等とつながりを深め、協力して課題解決のための案を練ったり、積極的

に活動したりする。

他者理解・（国際的視野（の芽生え））
・友だちの存在やよさ、周りの人の支えに気づく。 ・他者の良さを知り、外国の人を含めて相手の立場に立って考えることができ

る。

・他者の良さを認め、外国の人を含めて異なる他者を受け入れながらとり組む

ことができる。

・他者の良さや違いを認め伝え合ったり、活動を通して出会った外国の文化や習慣の違い等を尊重したり

することができる。

協働
・自分たちの良さを出し合って活動する。

視点 自分と身の周り 身近な地域 身近な地域と他の地域 世界の中の両院

地球未来科目標

地域の課題や地球規模の課題についての、課題解決的、体験的な学習を通して、「社会の諸問題に関わろうとする意欲をもち、論理的思考とコミュニケーション力を駆使し、グローバル社会を主体的に
生きようとする児童生徒」の資質能力を次のように育成する。

(A)「国際的視野で地域を捉える力」・・・地域のひと・もの・ことに関わったり、地域と世界とを比べたりしながら視野を広げ、多様な情報の中から、地域のよさや課題を見つけることができる。
(B)「地域の課題を国際的視野で解決する(工夫する）力」・・・地域の課題を設定し、必要な情報を収集・選択・活用しながら解決の方向性を導き出し、自他の役割を考えながら協力して主体的に行動できる。
(C)「英語をツールとしたコミュニケーション力」・・・自他の違いに気づき、相手に適切に伝えたり相手の言葉を適切に理解したりすることにより、言語や国籍を超えて人間関係を築いたり、国際的視野で思考したりすることができる。

身近な体験を通して学ぶ導入期 表現方法や気づきの基礎を作る育成期 学ぶ方法や探究的な態度を育成する充実期 論理的思考力・表現力・課題解決力を育成する発展期

段階 KEY STAGE１ KEY STAGE２ KEY STAGE３ KEY STAGE４

 



【別紙３】年間指導計画（KEYSTAGE１抜粋） 

KE
Y 

ST
AG

E1
  

安
心

院
小

学
校

　
 第

１
学

年
　

年
間

指
導

計
画

月
４

月
５

月
６

月
７

月
８

月
９

月
１

０
月

１
１

月
１

２
月

１
月

２
月

３
月

【
英

語
を

ツ
ー

ル
と

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
】

（
楽

し
む

）

入
学

式
オ

ー
プ

ン
戦

夏
休

み
運

動
会

社
会

見
学

教
育

文
化

祭
持

久
走

大
会

卒
業

式

お
む

か
え

遠
足

プ
ー

ル
開

き
人

権
教

育

盆
地

祭
ワ

イ
ン

祭
り

安
心

院
文

化
祭

捉 え る （ 関 わ る ） 力 ・ 解 決 す る 力 関 連 す る 教 科 等

英 語 ツ ー ル

（ ⒓ 時 間 ）

行 事 や 地 域

と の 関 連

す た あ と ぶ っ く ・ が っ こ う だ い す き( ２ ０ 時 間 ）

【解
決

す
る

力
】

○
学

校
探

検
で

気
づ

い
た

こ
と

を
言

葉
や

絵
で

表
現

し
、

発
表

し
合

う
こ

と

が
で

き
る

。

○
ル

ー
ル

や
マ

ナ
ー

を
身

に
つ

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

【捉
え

る
（関

わ
る

）力
】

○
学

校
探

検
を

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、

学
校

の
施

設
の

様
子

、
学

校
を

支
え

て
い

る
人

々
や

友
だ

ち
の

こ
と

が
分

か
り

、
学

校
生

活
へ

の
意

欲
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

。

○
多

くの
人

が
学

校
を

支
え

て
い

る

こ
と

が
分

か
り

、
安

心
し

て
遊

び
や

生

活
が

で
き

る
こ

と
が

分
か

る
。

大 き く な あ れ 、 あ さ

が お ・ さ つ ま い も

( １ ８ 時 間 ）

【捉
え

る
（関

わ
る

）力
】

○
植

物
を

継
続

的
に

世
話

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

植
物

も
自

分
と

同
じ

よ
う

に
成

長
し

て
い

く
こ

と
や

、
そ

の
喜

び
や

世
話

の
楽

し
さ

な
ど

に
気

づ

くこ
と

が
で

き
る

。

【解
決

す
る

力
】

○
成

長
ご

と
に

記
録

カ
ー

ド
に

観
察

し
た

こ
と

を
絵

や
文

で
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
カ

ー
ド

を
も

と
に

、
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
わ

せ
、

情
報

交
換

し
、

気
付

き
の

質
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

な つ を た の し も う ( ６ 時 間 ）

【捉
え

る
（関

わ
る

）力
】

○
夏

か
ら

秋
に

な
っ

て
自

然
の

様
子

が
変

化
し

た
り

、
季

節
に

よ
っ

て

生
活

の
様

子
が

変
わ

っ
た

り
し

て
い

る
こ

と
や

身
近

な
自

然
を

利
用

し

て
遊

び
を

作
り

出
す

面
白

さ
に

気
づ

くと
と

も
に

、
そ

れ
ら

を
伝

え
合

い
、

交
流

す
る

こ
と

の
楽

し
さ

に
気

づ
くこ

と
が

で
き

る
。

○
自

分
が

作
っ

た
お

も
ち

ゃ
で

園
児

と
た

の
し

く遊
ぶ

中
で

、
園

児
の

た
め

に
お

も
ち

ゃ
や

遊
び

方
を

さ
ら

に
工

夫
し

た
り

、
相

手
の

喜
び

を
実

感
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

人
と

関
わ

る
こ

と
の

楽
し

さ
が

わ
か

り
、

自
分

自

身
の

成
長

に
気

づ
くこ

と
が

で
き

る
。

【解
決

す
る

力
】

○
秋

の
草

花
や

樹
木

・虫
な

ど
に

関
心

を
持

ち
、

そ
れ

ら
を

観
察

し
て

気
づ

い
た

こ
と

を
発

言
し

た
り

記
録

カ
ー

ド
に

書
い

た
り

で
き

る
。

○
集

め
た

自
然

物
を

利
用

し
て

作
っ

て
み

た
い

も
の

を
選

び
、

試
し

た

り
、

見
立

て
た

り
し

て
、

工
夫

し
な

が
ら

お
も

ち
ゃ

や
楽

器
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
相

手
が

園
児

で
あ

る
こ

と
を

考
え

て
、

お
も

ち
ゃ

や
遊

び
方

の
ル

ー

ル
を

工
夫

し
て

、
一

緒
に

遊
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。

い き も の っ て ふ し ぎ だ な （ １ ４ 時 間 ）

【捉
え

る
（関

わ
る

）力
】

○
虫

や
動

物
を

観
察

す
る

こ
と

で
、

そ
の

生
育

環
境

を
知

り
、

生
き

物
は

生
命

を
も

っ
て

い
る

こ
と

に
気

づ
くこ

と
が

で
き

る
。

【解
決

す
る

力
】

○
採

集
し

た
虫

を
観

察
し

た
り

、
図

鑑
で

調
べ

た
り

し
て

、
カ

ー
ド

に
絵

や
文

で
記

録
す

る
こ

と

が
で

き
る

。

○
ア

フ
リ

カ
ン

サ
フ

ァ
リ

の
動

物
と

ふ
れ

あ
い

、

獣
医

さ
ん

の
お

話
を

聞
い

て
、

動
物

の
こ

と
を

絵
や

文
で

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
友

だ
ち

や
保

育
園

さ
ん

に
紹

介
し

た
い

動

物
や

昆
虫

を
決

め
、

自
分

が
伝

え
た

い
方

法

（ク
イ

ズ
・記

録
カ

ー
ド

・絵
等

）を
選

び
、

表
現

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

動
物

A
ni

m
al

s
果

物
Fr

ui
t 

   
   

服
Cl

ot
hi

ng
形

容
詞

（感
情

）
Fe

el
in

gs
色

と
形

Co
lo

r&
Sh

ap
e

あ
い

さ
つ

等
G

re
et

in
gs

W
ha

t i
s y

ou
r n

am
e?

  M
y 

na
m

e 
is

 ○
○

G
oo

d 
m

or
ni

ng
H

el
lo

G
oo

d 
ev

en
in

g
H

ow
 a

re
 y

ou
 ?

 I'
m

 ○
○

I'm
 fi

ne
 a

nd
 y

ou
?

数
字

0~
12

見
つ

け
た

自
然

（花
や

木
な

ど
）と

単
語

を
つ

な
ぐ

ゲ
ー

ム
や

遊
び

で
使

う

あ
い

さ
つ

し
よ

う
・生

活
の

き
ま

り
・楽

し

い
給

食
（特

別
活

動
）

な
ん

て
い

お
う

か
な

・ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
（国

語
）

が
っ

こ
う

ま
で

の
み

ち
（道

徳
）

す
き

な
も

の
な

あ
に

（図
画

工
作

）

お
も

い
だ

し
て

は
な

そ
う

・お
お

き
く

な
っ

た
・す

き
な

こ
と

な
あ

に
（国

語
）

た
か

ら
も

の
を

お
し

え
よ

う
・こ

ん
な

こ
と

を
し

た
よ

（国
語

）

し
ら

せ
た

い
な

、
見

せ
た

い
な

・図
書

館

利
用

・こ
れ

は
な

ん
で

し
ょ

う
（国

語
）

ど
う

ぶ
つ

さ
ん

大
す

き
（図

画
工

作
）

も
み

じ
が

り
(道

徳
)

と
も

だ
ち

に
き

い
て

み
よ

う
（国

語
）

わ
た

し
に

で
き

る
こ

と
(道

徳
)

は
る

な
つ

あ
き

ふ
ゆ

(音
楽

)
こ

ろ
こ

ろ
ゆ

ら
り

ん
(図

工
)

い
い

こ
と

い
っ

ぱ
い

一
年

生
・て

が
み

で
し

ら
せ

よ
う

（国
語

）

※
順

序
に

沿
っ

て
、

思
っ

た
こ

と
や

伝
え

た
い

こ
と

を
書

く。

【捉
え

る
（関

わ
る

）力
】

○
夏

の
自

然
に

関
心

を
持

ち
、

夏
の

自
然

を
利

用
し

て
み

ん

な
で

楽
し

く遊
ぶ

こ
と

が
で

き

る
。

【解
決

す
る

力
】

○
夏

の
草

花
や

虫
を

観
察

し

た
り

夏
の

草
花

で
工

夫
し

て

遊
ん

だ
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○
水

を
使

っ
た

遊
び

を
考

え
、

友
だ

ち
と

比
べ

た
り

、
繰

り
返

し
試

し
た

り
し

な
が

ら
、

自
分

な
り

に
工

夫
し

て
遊

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

た の し い あ き を い っ し ょ に た の し も う ( １ ６ 時 間 ）

も う す ぐ ２ ね ん せ い ( １ ６ 時 間 ）

【捉
え

る
（関

わ
る

）力
】

○
入

学
し

て
か

ら
自

分
が

大
き

くな
っ

た
こ

と
、

で
き

る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

、
役

割
が

増
え

た
こ

と
な

ど
に

気
づ

くこ
と

が
で

き
る

。

○
自

分
や

友
だ

ち
の

よ
さ

が
わ

か
る

と
と

も
に

、
内

面

的
な

成
長

や
自

分
た

ち
が

こ
れ

か
ら

も
成

長
で

き
る

こ

と
に

気
づ

くこ
と

が
で

き
る

。

【解
決

す
る

力
】

○
自

分
自

身
の

成
長

に
関

心
を

持
ち

、
自

分
の

成
長

を
振

り
返

ろ
う

と
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

手
が

か
り

を
見

つ
け

た
り

集
め

た
り

し
よ

う
と

し
て

い
る

。

○
自

分
が

入
学

し
た

頃
の

こ
と

を
振

り
返

り
、

そ
の

気

持
ち

を
思

い
出

し
な

が
ら

、
伝

え
方

や
関

わ
り

方
な

ど

を
工

夫
し

て
新

し
い

1年
生

を
迎

え
る

準
備

を
し

て
い

る
。

○
自

分
の

成
長

に
希

望
を

持
ち

、
2年

生
で

の
生

活

や
学

習
に

つ
い

て
考

え
、

友
だ

ち
と

話
し

合
う

こ
と

が

で
き

る
。

 



【別紙４】ポートフォリオ評価の様式 

 

 ≪KEYSTAGE１≫          ≪KEYSTAGE２≫ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ≪KEYSTAGE３≫          ≪KEYSTAGE４≫ 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 【別紙５】連携校での思考ツールを活用した様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

                         

 

  【別紙５】 



【別紙６】小中高で連携した場面設定 ～修学旅行の活動の様子～ 

小学生 長崎でピースメッセージをもらう学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生 京都で地域を PR する学習活動 

   

     

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

高校生 東京で外国人観光客へのツアーガイド学習 

  

       

 

 

 

 

  

 

    

 

 

 

      

         

生徒が作成した地元パンフレット 

 

KEY STAGE２の３年生では、安心院七不思議

を知らせる看板作りをする際、安心院に来る海

外からの観光客のことも考えて、日本語・英

語・ハングルの３カ国語併記のものを作った。

４年生では、鏝絵の写真を見せながら、色や

形、動物の名前などの英単語を使ったクイズを

したり、好きな鏝絵を簡単な文で紹介する表現

の学習をしたりした。KEY STAGE３の６年生

では、修学旅行先の長崎で外国から来た観光客

に平和のメッセージをもらう活動をした。英語

圏だけでなくアジア等いろいろな国の外国人に

触れ、それぞれが平和を願っていることを知

り、国際的視野が広がった。 

KEY STAGE４の 

ゴールデンツアーとつながる 



【別紙７】 

ゲストティーチャー活動１  

小学生の鏝絵ガイドツアーに高校生がアドバイザーとして参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲストティーチャー活動２ 

小学生に高校生が理科実験をアドバイスする様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

    

 

ゲストティーチャー活動３ 

高校生が考えた地元の特産物を使ったパン作りを小学生と一緒に取り組む活動    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この授業は、小学 4 年生が地域の鏝絵を知って

もらいたいと思い、観光客などの地域外の人を

対象とした鏝絵のｳｵｰｷﾝｸﾞﾂｱｰを企画し開催する

ために、高校生をｹﾞｽﾄｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰとして招き、事

前学習している様子である。授業の終わりに

は、意見交流会を行い一人一人の高校生がｱﾄﾞﾊﾞ

ｲｽしたり、小学生から質問に答えたりする。小

学生、高校生両者にとって解決する力を育成す

る場になる。 

この授業は、高校生が先生となり理科実験につ

いて小学 6 年生を対象に授業をしている様子で

ある。高校生は誰かに教えることで、自分の理

解度を客観的にみることができる。小学生にと

っては、小規模な４つの小学校が集まり授業を

受けることにより、集団の中で発言をしたり行

動する積極性が求められる。この授業の中で児

童生徒は主体的態度を育成される。 

この授業は、高校生が地球未来科と食文化ｺｰｽ課

題研究の横断型授業で考えた地域の特産物を活

用したパンを小学生と一緒に作ったり、海外と

国内の小麦粉文化について一緒に考えたりして

いる様子である。高校生にとっては、主体的に

考え行動する場の設定により、解決する力の育

成に繋がることが確認された。しかし、小学生

にとってどのような力がつくのか検証が必要で

あるということが課題として残り、この取組に

よって双方向から身につけたい力を意識した取

組に発展させる必要性を教員が考えるきっかけ

となった。 



【別紙８】安心院高校への入学者数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

                

 

地区外第 1 希望 

入学者数 

４年間で 5 名 ⇒ 22 名 

 

地区内中学卒業者数 

入学生 逆転 



【別紙９】 

学校等の概要（平成３０年度） 

研究歴 

（１）大分県立安心院高等学校・宇佐市立安心院中学校・宇佐市立院内中学校 

 

平成 12 年～14 年度  研究開発学校指定（連携型の中高一貫教育における６年間 

の一貫性を図る教育課程の創造） 

平成 15 年～17 年度  研究開発学校指定（連携型中高一貫教育による学力の向 

上と進路指導の充実を図る教育課程の創造） 

平成 18 年～20 年度  研究開発学校指定（名目指定） 

平成 22 年～24 年度  研究開発学校指定（世界基準の確かな学力を育成する小 

中高一貫した系統性ある教育課程の創造～読解力を基盤 

とした「リテラシー」の獲得～） 

平成 25 年度      研究開発学校指定（名目指定） 

 

（２） 宇佐市立安心院小学校・宇佐市立佐田小学校・宇佐市立深見小学校 

宇佐市立津房小学校・宇佐市立院内中部小学校・宇佐市立院内北部小学校 

宇佐市立南院内小学校 

 

平成 22 年～24 年度  研究開発学校指定（世界基準の確かな学力を育成する小中高一貫

した系統性ある教育課程の創造～読解力を基盤とした「リテラシ

ー」の獲得～） 

平成 25 年度     研究開発学校指定（名目指定） 

 

 

 

１ 学校名、校長名 

  大分県立安心院
ア ジ ム

高等学校（全日制普通科） 

  安藤 耕平（ｱﾝﾄﾞｳ ｺｳﾍｲ） 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  所在地 大分県宇佐市安心院町折敷田 64 番地  電話  0978-44-0008 

                         ＦＡＸ 0978-44-0264 

 

３ 学年・課程・学科別幼児・児童・生徒数、学級数  

課程 

 

学科 

 

第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 
普通科 77 2 77 2 67 2 221 6 

 合計 77 2 77 2 67 2 221 6 

      計 77 2 77 2 67 2 221 6 

 

４ 教職員数   

校長 教頭 事務長 主幹教諭 指導教諭 教諭 養護教諭 講師 非常勤講師 ＡＬＴ 

1 1 1 1 1 19 1 7 10 1 

事務職員 事務補佐員 臨時実習教師 臨時農務技師 臨時司書 計  

 2 0 1 1 1 48 



１ 学校名、校長名 

  大分県宇佐市立院内
インナイ

中学校 

須藤 善夫（ｽﾄﾞｳ ﾖｼｵ） 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  所在地 大分県宇佐市院内町山城 54 番地 

  電話  0978-42-5008 

  ＦＡＸ 0978-42-5035 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数  

第１学年 第２学年 第３学年 特別支援学級 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

25 1 21 1 32 1 3 2 81 5 

 

４ 教職員数   

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 養護教諭 臨時講師 

1 0 1 0 0 8 1 1 

非常勤講師 非常勤事務職員 スクールカウンセラー ＡＬＴ 主事 学校司書 支援員 計 

0 1 1 0 1 １   1  17 

 

 

 

 

 

１ 学校名、校長名 

  大分県宇佐市立安心院
ア ジ ム

中学校 

    永松 一郎（ﾅｶﾞﾏﾂ ｲﾁﾛｳ） 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  所在地 大分県宇佐市安心院町下毛 2222 番地の１ 

  電話  0978-44-0004 

    ＦＡＸ 0978-44-0078 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数  

第１学年 第２学年 第３学年 特別支援 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

32 1 41 2 34 1 1 1 108 5 

  

４ 教職員数   

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 養護教諭 栄養教諭 臨時講師 非常勤講師 

1 0 1 0 0 9 1 1 2 1 

非常勤事務職員 ＡＬＴ スクールカウンセラー 主事 学校司書 補助教員 計 
 

1 1 1 1 1 1 22 

 



１ 学校名、校長名 

  大分県宇佐市立院内
インナイ

中部
チュウブ

小学校 

  中西 邦紀（ﾅｶﾆｼ ｸﾆﾉﾘ） 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  所在地 大分県宇佐市院内町山城 91 番地   電話  0978-42-5601 

                          ＦＡＸ 0978-42-5401 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

9 1 11 1 4 1 12 1 7 1 8 1 55 9 

特別支援学級 上院内分校 

児童数 学級数 児童数 学級数 

1 1 3 2 

   

４ 教職員数   

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 養護教諭 栄養教諭 

1 0 1 0 0 8 1 0 

臨時講師 非常勤講師 臨時学校主事 事務職員 支援員 計 

3 0 1 0 0 15 

 

 
 
１ 学校名、校長名 

  大分県宇佐市立院内
インナイ

北部
ホ ク ブ

小学校 

  水脇 純一（ﾐｽﾞﾜｷ ｼﾞｭﾝｲﾁ） 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  所在地 大分県宇佐市院内町櫛野 646 番地     電話  0978-42-5201 

                                               ＦＡＸ 0978-42-5607 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

12 1 16 1 12 1 16 1 17 1 17 1 91 8 

特別支援学級 

児童数 学級数 

3 2 

 

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 養護教諭 栄養教諭 

1 0 1 0 0 9 1 0 

臨時講師 非常勤講師 臨時学校主事 臨時事務職員 支援員 計 

1 0 1 1 1 16 



１ 学校名、校長名 

    大分県宇佐市立南院内
ミナミインナイ

小学校 

  木村 永生（ｷﾑﾗ ﾅｶﾞｵ） 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  所在地 大分県宇佐市院内町下恵良 687 番地  電話  0978-42-5034 

                                                ＦＡＸ 0978-42-5043 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

1 1 2  5 1 2  6 1 4 1 20 4 

特別支援学級 

児童数 学級数 

0 0 

                

４ 教職員数 

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 養護教諭 栄養教諭 

1 0 １ 0 0 3 1 0 

臨時講師 非常勤講師 臨時学校主事 事務職員 支援員 計 

1 2 1 0 0 10 

 

 

  
１ 学校名、校長名 

    大分県宇佐市立安心院
ア ジ ム

小学校 

   岡本 京子（ｵｶﾓﾄ ｷｮｳｺ） 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  所在地 大分県宇佐市安心院町木裳 115 番地の１  電話  0978-44-0025 

                                                  ＦＡＸ 0978-44-0167 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

8 1 16 1 17 1 26 1 26 1 24 1 121 7 

特別支援学級 

児童数 学級数 

4 1 

 

４ 教職員数   

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 養護教諭 栄養教諭 

1 0 １ 0 0 9 1 0 

臨時講師 非常勤事務職員 臨時学校主事 事務職員 支援員 計 

0 １ 1 0 １ 15 

※２・３年、４・５年は複式学級で１クラス 



１ 学校名、校長名 

  大分県宇佐市立津房
ツ ブ サ

小学校 

  坂本 昭彦（ｻｶﾓﾄ ｱｷﾋｺ）  

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  所在地 大分県宇佐市安心院町五郎丸 380 番地の２  電話  0978-48-2305 

                                                      ＦＡＸ 0978-48-2309 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

9 1 1 1 5    2 1 4  7 1 28 4 

特別支援学級 

児童数 学級数 

0 0 

 

４ 教職員数  

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 養護教諭 栄養教諭 

1 0 １ 0 0 4 1 0 

臨時講師 非常勤講師 臨時学校主事 事務職員 支援員 計 

0 2 1 0 0 10 

 
 
 
１ 学校名、校長名 

  大分県宇佐市立深見
フ カ ミ

小学校 

  恒任 圭一（ﾂﾈﾄ ｹｲｲﾁ） 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  所在地 大分県宇佐市安心院町矢畑 40 の 2 番地  電話  0978-44-4031 

                                                   ＦＡＸ 0978-44-4089 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数  

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

5 １ 5  5 １ 5  4 1 3 １ 27 4 

福貴野分校 

児童数 学級数 

0 0 

                    

４ 教職員数   

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 養護教諭 栄養教諭 

1 0 1 0 0 4 1 0 

臨時講師 非常勤講師 非常勤学校主事 事務職員 支援員 計 

0 2 1 0 1 11 

※２・３年、４・５年は複式学級で１クラス 

※２・３年、４・５年は複式学級のため１クラス 

※福貴野分校は、Ｈ27 年度より休校中 



１ 学校名、校長名 

    大分県宇佐市立佐田
サ ダ

小学校 

  小屋瀬 八重子（ｺﾔｾ ﾔｴｺ） 

 

２ 所在地、電話番号、ＦＡＸ番号 

  所在地 大分県宇佐市安心院町佐田 215 番地  電話  0978-44-0154 

                                               ＦＡＸ 0978-44-0209 

 

３ 課程・学科・学年別幼児・児童・生徒数、学級数 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 計 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

6 １ 4  5 １ 4  8 １ 4 １ 31 4 

 

※２・３年、４・５年は複式学級のため１クラス 

 

４ 教職員数   

校長 副校長 教頭 主幹教諭 指導教諭 教諭 養護教諭 栄養教諭 

1 0 1 0 0 4 １ 0 

臨時講師 非常勤講師 臨時学校主事 事務職員 支援員 計 

0 2 1 0 1 11 

 

 

 

 

 

都道府県教育委員会／都道府県私立学校主管課／国立大学法人附属学校主管課 

  

①名 称 大分県教育委員会 

②住 所 〒 870-8503 大分市府内町３丁目１０番１号 

③連絡先 

代表  ０９７－５３６－１１１１ （内線  ５６１１  ） 
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ＦＡＸ ０９７－５０６－１７９６ 

Ｅ-mail  takahashi-yasunari@oen.ed.jp 

④担当者 
所属・職名 高校教育課高校教育指導班 指導主事 髙橋泰成 

      義務教育課義務教育指導班 指導主事 舟越宣之 

  

 


